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1 はじめに 
このドキュメントでは、 ソフトウェアのバージョン および

アプリケーションにおける新機能、改善、および変更について説明します。

1.1 Cisco Meeting Server 
ソフトウェアは以下でホストできる場合があります。

• 、 ブレード 枚を搭載した シャーシ、

および唯一のアプリケーションとしてプレインストールされた 。

• 、 を事前設定済みの サーバー、

および 導入環境としてインストールされた 。

• または仕様ベースの サーバー上。

このリリース ノートではこれ以降、 ソフトウェアを

と呼びます。

注： は、製品登録と、スマートライセンスのサポートに関連す

るスマートアカウントとのやり取りを処理します。 には

が必要です。

■ アップグレード：最初に をアップグレードし、スマート ライセン

スを完了してから、 をアップグレードするワークフローを推奨しています。

これよりも前のバージョンからアップグレードする場合は、

コマンドを使用して設定のバックアップを作成し、別のデバイスに安全に保存することを推奨

します。詳細については、『 コマンドリファレンスガイド』を参照してください。

1.2 Cisco Meeting Server Web アプリケーション 

アプリ（ アプリ）は、 ユーザーが会議（音声とビデオ）

に参加し、画面の表示情報を共有できる、 用のブラウザベースのクラ

イアントです。

1.3 スマートライセンス 

リリース以降、スマートライセンスは に必須です。 リリース以降、

従来のライセンスのサポートは廃止されました。スマートライセンスに移行することをお勧

めします。

スマート ライセンスと のアップグレードの詳細については、

『リリースノート』を参照してください。

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-management/series.html#ReleaseandCompatibility
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1.4 ソフトウェアメンテナンスの終了 
ソフトウェアバージョン のリリースでは、 は、表 に記載

されているソフトウェアのソフトウェアメンテナンス終了のタイムラインを発表しました。

表 ： のバージョンのソフトウェアメンテナンス終了予定

ソフトウェアバージョン ソフトウェアメンテナンス終了の通知期間

が バージョン

の最終的なソフトウェア メンテナンス リリースや

バグ修正をリリースする最終日は、 年 月です。

に関する のソフトウェアメンテナンス終了ポリシーの詳細につ

いては、こちらをクリックしてください。

こちら
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2 Cisco Meeting Server 
ドキュメントのこのセクションでは、 バージョン で導入された新機

能と変更点を示します。

2.1 Cisco Meeting Server 3.9.1 の新機能 

アプリケーション接続の復元力の向上

2.2 Cisco Meeting Server 3.9 の新機能 
このリリースでは、以下の新機能と変更点が導入されました。

• 形式でコンテンツを共有する（ベータ版サポート）

• 監査ログのタイムスタンプの年

• データベースのクリーンアップ

• 複数の クラスタからの

プレゼンス更新のサポート

• アプリでのユーザー検索の最適化

• での 証明書の導入

2.2.1 Web アプリケーション接続の復元力の向上 

のこのリリースは、 接続の問題が発生した場合のユーザーエクスペリエ

ンスを向上させるために拡張されています。

以前のバージョンの では、 人の参加者がサインインしている

を使用して分散コールがセットアップされていましたが、参加者が切断後にミーティングに再

参加しようとすると、ピアリンクが復元されませんでした。

コールステータスを検証 し、参加者が再接続を試みたときにピアリンクが復元されるよ

うに アプリ接続の復元力タイムアウトを増やすように改善が行われました。

2.2.2 AV1 形式でコンテンツを共有する（ベータ版サポート） 

のバージョン では、 アプリケーション参加者向けに 形式のコン

テンツを共有（送受信）するためのサポートが導入されています。
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注： では、ベータ機能が将来完全にサポートされる機能になることを保証しません。

ベータ機能はフィードバックに基づいて変更される可能性があり、機能は将来変更または削除

される可能性があります。

で 機能を有効または無効にするための新しい コマンドが追加され

ました。このコマンドは、デフォルトで無効になっています。 形式でのデータ送信を許可

するには、管理者が有効にする必要があります。

注：

• この機能は エンドポイントではサポートされていません。

• 伝送は、 ブラウザでのみテストおよび認定されています。

• で が有効になっているが、ブラウザでサポートされていない

場合、コンテンツはブラウザでサポートされているコーデックで送信されます。

コマンドを有効にした後、 を再起動して、変更が適用されていることを確認

します。 のサポートは、次のいずれかの方法を使用して確認できます。

• 既存の コマンドを使用して、サーバーで有効になっているすべてのサー

ビスを一覧表示します。

または

• には、 が有効になっていることを示す次のログが表示されます。

、 は無効、 は有効を示します。

 の追加

コマンド 例 説明

のサポートを有効または無効にします。 インターフェイ

スを再起動して、変更を適用します。

有効（ ） ：有効にすると、 アプリミーティング中のコンテ

ンツは 形式で送受信されます。

無効（ ）：無効にすると、コンテンツは 形式で共有され

ず、代わりにブラウザでサポートされているコーデックが使用されます。

2.2.3 監査ログのタイムスタンプの年 

バージョン では、 で生成される監査ログに変更が加えられていま

す。以前のバージョンでは、監査ログのタイムスタンプには月、日、および時刻のみが表示

されていました。 と同様に、 の監査ログには、

各ログメッセージの年が表示されるようになりました。

以前のバージョンの監査ログ：
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バージョン からの監査ログ：

2.2.4 MeetingApps データベースのクリーンアップ 

サービスは、データベース内の古いデータやファイルが容量を占有している

場合、機能しないことがあります。その結果、ファイル共有や調査などの関連機能が使用で

きなくなります。バージョン では、データベースから古いファイルをクリアするための

新しい コマンド が追加されています。このコマンドを実

行する前に、 サービスを無効にする必要があります。

のアップグレード後、データベースの互換性の問題により、 で

エラーが発生する場合があります。ログに「 」というメッセ

ージがある場合、これは問題を示しているため、このコマンドを実行する必要があります。

管理者は、データベースに多数の大きなファイルがあり、システムによるクリーンアップを待

つのではなく、手動でファイルをクリーンアップする場合にも、このコマンドを使用できます。

2.2.4.1 MMP の追加 

コマンド 例 説明

データベースから古いファイルまたはデータをクリアします。

注：このコマンドを実行する前に、 サービスを無効にする必

要があります。

2.2.5 複数の Cisco Unified Communications Manager/IMP クラスタからの 

Cisco Jabber プレゼンス更新のサポート 

バージョン では、複数の （ ） クラ

スタからの プレゼンス更新のサポートが導入されています。以前は、これは各

上の単一の に限定されていました。この機能拡張により、ユーザー

が複数の クラスタに分散された大規模な展開が可能になりました。

は、複数のクラスタで設定できます。各クラスタには、 クラス

タごとに最大 つの クラスタと つの ノードがあります。ユーザープレゼ

ンスは 、ユーザーが割り当てられている ノードに関係なく更新されます。

管理者は、既存の コマンドを使用して複数の クラスタを追加し、 お

よび サービスのステータスを検証できます。コマンドは、 クラスタごとに

個別に実行する必要があります。 
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コマンドについては『 コマンド ユーザー ガイド バージョン 』を 、

でのユーザーの設定の詳細については を参照してください。

注：

• すべてのクラスタの展開で が実行されている必要があります。

• クラスタ間ピアリングは、すべての ノードで 有効にする 必要があります。

でプレゼンスを更新するには：

• のログイン は メールである必要があり、 の 属性に

マップする必要があります。

• では、同じユーザーが 属性をディレ

クトリ フィールドにマップする必要があります。

• ログインは、 のディレクトリ

またはユーザー フィールドのいずれかを介して行うことができます。

2.2.6 Web アプリケーションのユーザー検索の最適化 

バージョン では が改善され、 スペースへの参加者の検索、取得、追加、

または アプリケーション ミーティングのスケジュールにかかる時間が短縮されます。

以前は、 のユーザー数が を超え、検索名に言語固有の文字が含まれ

ている場合、検索に時間がかかりました。このリリースで行われた改善により、検索時間が大

幅に短縮されました。

注：この改善を有効にするには、 管理を使用して を再同期する必要があります。

2.2.7 Meeting Server での ECDSA 証明書の導入 

データの検証とセキュリティを強化するために、バージョン では、 で

証明書を使用した検証が導入されています。証明書は、 ビットのキー長の

楕円曲線で生成されます。

は 証明書の の生成をサポートしていませんが、 を使

用して生成できます 。 を使用して を生成する手順については、『 証明書

ガイドラインユーザーガイド」を参照してください。

2.3 MMP の追加および変更の概要 

バージョン では、このセクションで説明する の追加をサポー

トしています。 形式でコンテンツを共有する（ベータ版サポート）

で 機能を有効または無効にするために、次のコマンドが追加されました。

 

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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コマンド 例 説明

のサポートを有効または無効にします。 インターフェイ

スを再起動して、変更を適用します。

有効（ ）：有効にすると、 アプリミーティング中のコンテ

ンツは 形式で送受信されます。

無効（ ）：無効にすると、コンテンツは 形式で共有されず、

代わりにブラウザでサポートされているコーデックが使用されます。

データベースのクリーンアップ

データベースから古いファイルをクリアするために、次のコマンドが追加されました。

コマンド 例 説明

データベースから古いファイルまたはデータをクリアします。

注：このコマンドを実行する前に、 サービスを無効にする

必要があります。
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関連するユーザーマニュアル 
以下のサイトに、インストール、計画と導入、初期設定、製品の操作などに関するドキュ

メントが掲載されています。

• リリースノート（最新および以前のリリース）：

• インストールガイド（ のインストール、 、インストール

アシスタントの使用を含む）：

• 設定ガイド（展開計画と展開、証明書ガイドライン、簡素化されたセットアップ、ロー

ド バランシングのホワイト ペーパー、管理者向けクイック リファレンス ガイドを含

む）：

• プログラミング ガイド（ 、 、イベント、 リファレンス ガイド、カス

タマイズ ガイドラインを含む）：

• オープン ソース ライセンス情報：

• の ：

• の相互運用性データベース：

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-licensing-information-listing.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-licensing-information-listing.html
https://meeting-infohub.cisco.com/faq/category/25/cisco-meeting-server.html
https://meeting-infohub.cisco.com/faq/category/25/cisco-meeting-server.html
https://meeting-infohub.cisco.com/faq/category/25/cisco-meeting-server.html
https://tp-tools-web01.cisco.com/interop/d459/s1790
https://tp-tools-web01.cisco.com/interop/d459/s1790
https://tp-tools-web01.cisco.com/interop/d459/s1790
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3 Cisco Meeting Server ソフトウェアバージョン 
3.9.1 をアップグレード、ダウンロード、展開する 
このセクションでは、 ソフトウェアバージョン からアップグレー

ドすることを前提としています。それよりも前のバージョンからアップグレードする場合は、

この リリースノートの手順を実行する前に、 リリースノート

の手順を実行して に更新します。これは、 に接続している

がある場合は特に重要です。

注： は、 以前のソフトウェアリリースからのアップグレードをテストしていません。

、 、または以前に設定された 展

開にインストールされている ソフトウェアのバージョンを確認するに

は、 コマンドバージョンを使用します。

を初めて設定する場合は、『 仮想化導入のインストールガイド』

の指示に従ってください。

3.1 リリース3.9.1へのアップグレード 
このセクションの手順は、クラスタ化されていない 展開に適用されます。ク

ラスタ化されたデータベースを使用した導入については、クラスタ化されたサーバをアップ

グレードする前に、この の指示をお読みください。

注意： をアップグレードまたはダウングレードする前に、

コマンドを使用して設定のバックアップを作成し、バックアップファイルを別の

デバイスに安全に保存する必要があります。詳細については、『 コマンド リファレン

ス ガイド』を参照してください。アップグレード ダウングレードプロセスが生成した自動バ

ックアップファイルに依存しないでください。アップグレード ダウングレードが失敗した場

合にアクセスできない可能性があります。

注：クラスター化されたデータベースを展開している場合は、 をアップグ

レードする前に、 コマンドを使用してすべてのノードのクラス

タ化を解除します。ユーザーは、ノードのクラスタ化を解除して をアップ

グレードし、 コマンドを使用してノードをクラスタ化する必要があります。手順の

詳細については、「クラスタのアップグレードに関する 」を参照してください。

ファームウェアのアップグレードは 段階のプロセスです。最初に、アップグレードされた

ファームウェア イメージをアップロードします。次に、アップグレードコマンドを発行しま

す。これによりサーバーが再起動します。再起動プロセスでは、サーバーで実行されている

すべてのアクティブ コールが中断します。したがって、ユーザーに影響を与えることがない

ように、この段階は適切なタイミングで実行する必要があります。そうでない場合、ユーザ

ーに事前に警告する必要があります。

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-installation-guides-list.html
https://meeting-infohub.cisco.com/faq/content/5/517/en/how-do-i-upgrade-a-resilient-deployment-to-meeting-server-versions-35-and-later.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
https://meeting-infohub.cisco.com/faq/content/5/517/en/how-do-i-upgrade-a-resilient-deployment-to-meeting-server-versions-35-and-later.html
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セカンダリ サーバをインストールするには、次の手順に従います。

1. アップグレードするには、適切なアップグレード ファイルをシスコの サイト

の ソフトウェア ダウンロード ページから取得します。

このファイルは、サーバーにアップロードする前に単一の ファイルに解凍

する必要があります。このファイルを使用して、 サーバをア

ップグレードします。
ファイルのハッシュ（ ）：

このファイルは、サーバーにアップロードする前に単一の ファイルに解凍

する必要があります。このファイルを使用して、 仮想マシンの展

開をアップグレードします。

ファイルのハッシュ（ ）：

このファイルを使用して、 から新しい仮想マシンを展開します。

以降の場合、 のハッシュ（ ）：

2. ファイルを検証するために、ダウンロードの説明にカーソルを合わせると表示され

るポップアップボックスに、 リリースのチェックサムが表示されます。さらに、上

記の ハッシュ値を使用して、ダウンロードの整合性を確認することもできます。

注： は バージョンのサポートを終了しており、 は

バージョンではテストされません。このリリースは、 のみをサポートします。

今後のリリースでは、 のサポートが追加される予定です。

3. クライアントを使用して、 アドレスを使用して にログインします。ログイ

ン資格情報は、 管理者アカウントに設定された資格情報になります。 を使

用している場合、 ツールの使用をお勧めします。

注：ファイル転送に を使用している場合、転送設定オプションが「テキスト」で

はなく「バイナリ」であることを確認してください。誤った設定を使用すると、転送され

たファイルが元のファイルよりもわずかに小さくなり、アップグレードが正常に行われな

くなります。

（注）

a) のインターフェイスの アドレスは、 コマンドで確認できます。

b) サーバーは、標準ポート で実行されます。

4. ソフトウェアをサーバー 仮想化サーバーにコピーします。

https://software.cisco.com/download/home/286309710
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5. アップグレードファイルを検証するには、 コマンドを発行します。

a. への 接続を確立し、ログインします。

b. コマンドを実行して、使用可能なアップグレード イメージとそのチェック

サムを出力します。

c. このチェックサムが上記のチェックサムと一致していることを確認します。

6. アップグレードを適用するには、前の手順の への 接続を使用し、

コマンドを実行してアップグレードを開始します。

a. コマンドを実行して、アップグレードを開始します。

。例：

b. サーバー 仮想化サーバーは自動的に再起動します。処理が完了するまで 分かか

ります。

7. への 接続を再確立し、次を入力して、 がアップグレード

されたイメージを実行していることを確認します

8. 利用可能な場合は、カスタマイズアーカイブファイルを更新します。

9. アップグレードが完了しました。

注： のユーザー数が 万人を超え、参加者名に言語固有の文字が含まれて

いる場合は、 管理者を使用して を再同期し、参加者名を検索してスペースに追加

したり、 アプリケーション会議をスケジュールしたりするのにかかる時間を短縮します。

3.2 ダウングレード 

アップグレード処理中またはアップグレード処理後に予期しないことが発生した場合は、以

前のバージョンの ソフトウェアに戻すことができます。通常のアップグレ

ード手順を使用して、 コマンドを使用して、 を必要なバー

ジョンに「ダウングレード」します。

 ソフトウェアをサーバー 仮想化サーバーにコピーします。

 ダウングレードを適用するには、 への 接続を使用し、 コ

マンドを実行してダウングレードを開始します。

サーバー 仮想サーバーが自動的に再起動します。プロセスが完了し、サーバーのダウン

グレード後に 管理が使用可能になるまで 〜 分かかります。

 管理画面にログインし、 ステータス（ ） 全般（ ） に移動して、

システムステータス（ ） の下に新しいバージョンが表示されているこ

とを確認します。

 サーバで コマンド を使用し、工場出荷時設定からの再起

動を待ちます。
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 コマンド を使用して、古いバージョンの設定バックア

ップを復元します。

注： コマンドは、既存の設定、 ファイル、およびシステム上

のすべての証明書と秘密キーを上書きし、 を再起動します。したがって、

注意して使用する必要があります。バックアップのロールバック プロセス中に上書きさ

れるため、既存の ファイルと証明書を事前にコピーしてください。 ファ

イルは上書きされないため、上書きする必要はありません

が再起動して、バックアップ ファイルが適用されます。

クラスタ展開の場合、クラスタ内の各ノードに対して手順 〜 を繰り返します。

 最後に、次のことを確認してください。

• 各 の 管理インターフェイスで のリストを表示できる

• ダイヤル プランが無傷である

• 管理およびログ ファイルに障害状態が報告されていない

• およびシスコ会議アプリケーション（サポートされている場合は ）

を使用して接続できる

これで、 のダウングレード展開は完了です。

3.3 Cisco Meeting Server の展開 

の展開方法の説明をシンプルにするため、 つのモデルで展開を説明します。

• 単一統合型 ：すべての コンポーネント（ 、

、データベース、レコーダー、アップローダ、ストリーマ、 サー

バー）が使用可能です。 とデータベースは自動的に有効化されますが、

それ以外のコンポーネントは展開の必要性に応じて個別に有効化することができます。

有効化されたすべてのコンポーネントが単一のホスト サーバー上に存在します。

• 単一分散型 ：このモデルでは、 内のネットワーク エッジに配置さ

れた 上で サーバー、 および が有効

化され、それ以外のコンポーネントは内部（コア）ネットワークに配置された別の

上で有効化されます。

• つ目のモデルでは、展開環境の拡張性と復元力を高めるため、複数の

をまとめてクラスタ化して展開します。

これらの つのモデルすべてを網羅した導入ガイドは、 こちらで参照できます。個々の

導入ガイドには、別に証明書ガイドラインのドキュメントが付属しています。

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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3.3.1 注意点： 

 

には、 、 、およびデータベース コンポ

ーネントのみが含まれます。これは、単一のサーバとして、または複数のサーバのカスケード

として、内部ネットワークに展開するのに適しています。 は

ネットワークに展開しないでください。外部の アプリケー

ション ユーザ向けにファイアウォール トラバーサルのサポートが必要な場合は、代わりに次

のいずれかも展開する必要があります。

• 内部ネットワークに 、 に 、または

• サーバーを有効にして、 に別個の または仕様

ベースの サーバーを展開します。

3.3.1.2 Cisco Meeting Server 1000 および仕様ベースの VM サーバー 

• および仕様ベースの サーバーは、

よりもコールキャパシティは少なくなりますが、すべてのコンポーネン

ト（ 、 、データベース、レコーダー、アップローダ、スト

リーマ、 サーバー）を各ホストサーバー上で使用できます。 、

レコーダー、アップローダ、ストリーマ、および サーバーは、稼働前に有効

化する必要があります。

• を にアップロードしてデプロイすると、 発行元（ ） フィール

ドに （信頼できる証明書） と表示されます。 のインポート時

に、無効な証明書と信頼できない証明書に関する警告が表示された場合は、こちらの記

事（ ）を参照してください。 への署名に使

用された証明書に対応する中間証明書とルート証明書を ストアに追加する必要が

ある場合があります。中間証明書またはルート証明書の取得、またはその他の問題につ

いては、シスコ テクニカルサポートにお問い合わせください。

https://kb.vmware.com/s/article/84240
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/index.html
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4 Cisco Meeting Server Web アプリケーション 
本書のこのセクションでは、 アプリケーションのこのリリー

スの新機能や変更点について記載されています。

4.1 Cisco Meeting Server Web アプリケーションの新機能 
アプリソフトウェアのこのバージョンでは、以下の新機能と変更が導入されています。

• 接続の問題が発生した場合のユーザーエクスペリエンスの向上

• スピーカー出力を選択する

• 別のウィンドウでプレゼンテーションを表示しながら、プリセットのビデオレイアウト

を保持する

• アクセシビリティの向上

4.1.1 接続の問題が発生した場合のユーザーエクスペリエンスの向上 

以前のバージョンの アプリケーションでは、ネットワーク接続に問題があると、参加者

は ミーティングから突然切断されていました。 アプリケーションバージョン では、

関連する画面上のメッセージが表示され、このような接続の問題が発生している場合は、参

加者をミーティングに再接続しようと 回試行します。

注：この機能は アプリケーションの参加者のみをサポートしています。

接続の試行が失敗した場合、または参加者が待機中に終了することを選択した場合は、

ミーティングに参加（ ） ページに移動します。接続を終了して ミーティ

ングに参加（ ） ページに進むには、通知ポップアップから 終了（ ）

を選択します。
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注： 参加者が切断されてミーティングに再度参加すると、ミーティング 中に以前に共有され

たチャット、ミーティングメモ、およびクローズドキャプションは使用できなくなります。

4.1.2 スピーカー出力を選択する

バージョン 以降、 アプリの参加者は、デバイスのスピーカーまたは外部接続されたス

ピーカーを介して音声出力を選択できます。 設定（ ） の新しい スピーカー

（ ） オプションに、参加者のデバイスに接続されているスピーカーのリストが表示さ

れます。

参加者は、 アプリケーション ミーティングに参加する前または参加した後に音声出力を

変更できます。

• 設定（ ） スピーカー（ ） を選択 し、ドロップダウンリス

トからスピーカーを選択します。

• 設定（ ） スピーカー（ ） を選択 し、ドロップダウンリス

トからスピーカーを選択します。

注：この機能は、 ブラウザではサポートされていません。

注：進行中のミーティング中にスピーカーを接続した場合、外部スピーカーへの接続で遅延が

発生し、音声が数秒間失われることがあります。スピーカーの接続の問題を回避するには、ミ

ーティングに参加する前にスピーカーをデバイスに接続することをお勧めします。
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4.1.3 別のウィンドウでプレゼンテーションを表示しながら、プリセットの 

ビデオレイアウトを保持する 

バージョン から、 アプリケーションは、別のウィンドウでプレゼンテーションを表

示している間、プリセットされたビデオレイアウトを保持します。以前のリリースでは、プレ

ゼンテーションを別のウィンドウで表示すると、ミーティング中に適用されるビデオレイアウ

トに関係なく、ビデオレイアウトが「すべて均等」ビューにリセットされます。このリリース

から、 アプリケーションの参加者が別のウィンドウでプレゼンテーションを表示すると、

プリセットされたビデオレイアウトが保持されます。これは、 アプリケーションがアク

ティブな画面（ビデオレイアウト）が別のモニターに表示されている間に、画面共有が別のモ

ニターに表示されるデュアル画面設定で役立ちます。

4.1.4 アクセシビリティの向上 
バージョン では、 アプリケーションは次のアクセシビリティの改善をサポートしています。

• ダイアログボックスまたはメニューを閉じ、以前にアクティブだったフォーカス

可能な要素にフォーカスを移動するには、 キーを使用します。

• キーボードの上矢印キーと下矢印キーを使用して、 メンバーの追加（

） 検索バーと 参加者の追加（ ） パネルのメンバーのリ

ストを移動します。

• フォーカス可能な要素の周囲の輪郭が目立つようになり、フォーカスされている要素が

見つけやすくなりました。

• スクリーンリーダーは 、参加者、チャット、会議メモなどのサイドパネルボタンのタ

イトル、ステータス、折りたたまれた 展開された情報をアナウンスします。スクリー

ンリーダーは 、参加者が マウスやキーボードを操作していない場合、無関係な情報や

詳細をアナウンスしません。

4.2 Web アプリケーションを使用する 
アプリケーションでは、スペースで音声とビデオを使用して会議に参加することが

できます。会議で画面またはプレゼンテーションを共有することもできます。

スペースに対するメンバーの追加または削除を実行できます。また、組織内外のユーザーを会

議に招待することもできます。

注：スペースとは、ユーザーのグループが会議のためにいつでも使用できる永続的な仮想会

議室です。詳細については、 アプリケーションのオンラインヘルプまたはユーザガイド

を参照してください。

デスクトップ、モバイル デバイス、またはタブレットで、サポートされている任意のブラ

ウザから アプリケーションを使用できます。詳細については、「ブラウザの一覧」

をご確認ください。

アプリケーションを使用する詳細な手順については、

アプリケーションのオンライン ヘルプまたはユーザガイドを参照してください。

必要に応じて、次のいずれかのオプションを選択できます。

https://meeting-infohub.cisco.com/faq/index.php?action=artikel&cat=81&id=4&artlang=en&highlight=Browser+versions+tested
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• アプリケーションにサインイン（ ）： アプリケーショ

ンにサインインして、会議への参加、メンバーになっているすべてのスペースのリスト

の表示、参加方法の表示を行えるほか、招待の詳細情報をコピーして会議に招待するこ

とができます。適切なアクセス権限を持っている場合は、事前設定済みのテンプレート

を使用してスペースを作成し、スペースを編集または削除することができます。

• 会議に参加（ ）：会議に招待された場合は、このオプションを使用

します。招待には、会議 、パスコード（任意）またはビデオ アドレス（ ）など

の詳細情報を含める必要があります。

• 会議をスケジュールする（ ）：会議をスケジュールするには、ホー

ムページで 会議をスケジュール（ ） をクリックします。名前を入力

し、会議に使用するスペースを選択します。会議は、 つのインスタンスでスケジュール

することも、毎日、毎週、または毎月繰り返すようにスケジュールすることもできます。

選択したスペースのすべてのメンバーを追加するか、選択した参加者を追加して、会議の

役割を構成できます。

4.3 テスト済のブラウザバージョン 
表 に、特定のバージョンの アプリケーションのリリース時に アプリケーション

についてテスト されたブラウザの一覧を示します。

ブラウザの最新バージョンを使用することを常に推奨します。

注： や などの特定のブラウザは、最新バージョンに自動的に

更新されることに注意してください。次の表は、 のバージョンの正式

リリース時にテストされたバージョンのブラウザを示しています。これは、以前のバージョン

のブラウザでこの特定のリリースをテストしていないことを意味します。

弊社では、すべてのブラウザの最新の公開バージョンに対して、 の各

メジャーリリースの最新メンテナンスリリースをテストして、すべてのリリースを互換性の

ある状態に保ち、問題を検出した場合にはできるだけ早期に修正するように努力しております。

表 ：ブラウザとバージョンについてテスト済みの アプリケーション

ブラウザ バージョン

（ 、 、および ）

（ ） （ ビット）

ベースの （ ）

用

用

注： アプリケーションは、レガシーの ではサポートされていません。

注：これらのサポートされているブラウザを実行している仮想マシン（ ）では、

アプリはサポートされていません。
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iOS 13 以降および macOS 10.15 以降を使用しているユーザ に関する 
重要事項 

および 上の でユーザが アプリケーションを使用できるよう

にするためには、次の場所に記載されている要件を遵守するように を適切に設定

する必要があります。

これらの要件が満たされていない場合、ユーザは でアプリケーションを開くことができ

ません。

MacOS 10.15 以降の Chrome 上での画面共有に関する重要事項 
バージョン （ ）以降では、 上で実行されているアプリケーショ

ンから画面またはアプリケーションを共有するには、アクセス許可を有効にする必要がありま

す。手順は以下のとおりです。

1. メニューから システム環境設定（ ） を選択します。

2. セキュリティ プライバシー（ ） をクリックします。

3. 上部にある プライバシー（ ） タブをクリックします。

4. 左側のカラムで下方向にスクロールし、 録画（ ） をクリックします。

5. が選択されていることを確認します。 を再起動します。

4.3.1 ブラウザのアクセシビリティ設定に関する重要事項

デフォルトでは、 ブラウザで キーを使用して 要素を移動することができ

ませんが、代わりに キーを使用できます。これは、 の環境設定で次

のように設定できます。

ブラウザのメニューから 環境設定（ ） 詳細（ ）

アクセシビリティ（ ） キーを押したときに ページ上の各項目を

強調表示（ ） に移動して、環境設定を変

更します。

4.3.2 Microsoft Edge のグループポリシー設定に関する重要な注意事項 

によるローカル アドレスの公開を制限する（

） グループポリシーが ブラウザに

適用されている場合は、次のポリシーオプションのいずれかのみを使用してください。

• （デフォルト）または

• 他の

オプションは、接続の問題を引き起こす可能性があります。

4.4 製品に関する資料 
アプリケーションのユーザーガイドなどのエンドユーザーガイドや、ビジュアルなハウ

ツー ガイドは、次の場所で入手できます。

https://support.apple.com/ja-jp/HT210176
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/cisco-meeting-app/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/cisco-meeting-app/products-user-guide-list.html
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5 バグ検索ツール、解決済みの問題と未解決の問題 
シスコのバグ検索ツールを使用して、問題と利用可能な回避策の説明など、

と アプリケーションに関する解決済みの問題および未解決の問題に関する情報を

探すことができます。これらのリリース ノートに示されている によって、それぞれの問題

の説明に直接移動できます。

1. ブラウザを使用して、バグ検索ツールに移動します。

2. の登録ユーザ名とパスワードでログインします。

このマニュアルに記載された問題に関する情報を検索するには、次の手順を実行します。

1. 検索（ ） フィールドにバグ を入力し、 検索（ ） をクリックします。

がわからない場合に情報を検索するには、次の手順を実行します。

1. 検索（ ） フィールドに製品名を入力して 検索（ ） をクリックするか、

または

製品（ ） フィールドで シリーズ モデル（ ） を選択し、

「 」と入力し始めます。次に、 リリース（ ） フィール

ドで これらのリリースで修正済み（ ） を選択して、たとえば

「 」とリリースを入力して検索します。

2. 表示されたバグのリストから、 変更日（ ） 、 ステータス（ ） 、

重大度（ ） 、 評価（ ） ドロップダウンリストを使用してリストをフ

ィルタリングします。

バグ検索ツールのヘルプページには、バグ検索ツールの使用に関する詳細情報があります。

5.1 Cisco Meeting Server で解決された問題 
以前のバージョンで発生し で修正済みの問題

シスコ識別子 要約

人の参加者がサインインしている を使用した分散コールセットアップでは、ネ

ットワークのドロップまたはグレースフルイグジットが原因で参加者が切断された後にミー

ティングに再参加しようとすると、ピアリンクが再確立されません。

ストリーマの パケットが急増または遅延するため、ストリーマを使用して

でホストされている会議が切断されます。

クラスタノードで が

「

」というエラー理由でクラッシュします。

 

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwj73763
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwh97546
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwj32701
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以前のバージョンで発生し で修正済みの問題

シスコ識別子 要約

は、パスワードの最小有効期間がデフォルトのパスワード有効期間であ

る 日よりも短い場合は検証しません。

エンドポイントで設定された分散型コールで、 ユーザーが静的コンテン

ツを含む タブを共有すると、 参加者が数秒間断続的にグレー画面を表示

した後、復元できます。

5.2 Cisco Meeting Server の未解決の問題 

次に、 ソフトウェアのこのリリースの既知の問題を示します。

詳細が必要な場合は、バグ検索ツールの 検索（ ） フィールドに の識別子

を入力してください。

5.2.1 既知の制限事項 

• は、バージョン から の短期のログイン情報をサポート

しています。この操作モードは、 サーバーがバージョン 以降の

シスコ識別子 要約

が有効になっている場合、 の再起動後に監査ログが サ

ーバーに送信されません。

で、 へのアクセスに断続的に失敗します。

を使用してパケットキャプチャを適切に停止せずに端末を突然閉じると、

が再起動するまでパケットキャプチャを実行できません。

複数の を使用した展開では、 アプリの参加者は、メモが最初に

保存および公開されたのと同じ に接続されている場合にのみ、会議メ

モを見ることができます。

会議が で自動接続タイプとして予約されており、参加者の 人が管理対象外

のデバイスを介して会議に参加しています。会議が開始されると、参加者は

によって呼び出されますが、 はしばらくするとそのコー

ルを切断します。

参加者のロールにビデオとプレゼンテーションを共有する権限がない場合、ロール

が変更され、ビデオとプレゼンテーションを共有する権限がある場合、他の参加者

がコンテンツを共有するときにプレゼンテーションは表示されません。

コンテンツの共有中に、イベントがトリガーとなって

が つのビデオ ストリームの送信を つに減らした場合、リモート エンドポイン

トが から受け取るビデオのフレーム レートが著しく低下する可

能性があります。

アップローダコンポーネントは、 に保持されているテナント録音では機能しま

せん。

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwi06870
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwi00218
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwi06649
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwh41791
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwd89530
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwb77929
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwa83782
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvz01886
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvt74033
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvh23039
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サーバーなどの短期のログイン情報もサポートしている場合にのみ使用で

きます。 で を使用すると、短期のログイン情報はサ

ポートされません。

5.3 Cisco Meeting Server Web アプリケーションで解決された問題 

次の表に、以前のバージョンで発生した問題のうち で修正された問題の一覧を示します。

シスコ識別子 要約

参加者がアンケートのタイトル 質問 オプションに （二重引用符）を入力して 保存

（ ） を選択すると、アンケートは作成されず、それ以降はアンケートを作成できな

くなります。

でファイル共有機能と調査機能が無効になっている場合でも、 アプ

リケーション ミーティング中にエラーメッセージが表示されます。

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwh48463
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwh77260
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6.1 Cisco Meeting Server Web アプリケーションで未解決の問題 

シスコ識別子 要約

参加者がログインすると、 アプリケーションに「サインインに失敗しました

（ ）」というエラーメッセージが一時的に表示されます。

人の参加者が つの別個の を使用して分散コールに参加する場合、

一方の参加者は他方の参加者が作成した調査に参加できません。

ブラウザで、参加者がビデオにぼかしを適用して アプリの会議を退

出しても、カメラはオンのままで閉じません。

アプリでは、会議管理からロビーに移動した参加者は、ロビーで待機している場合

でも、会議の参加者のリストを引き続き表示できます。

会議前にスペースでメンバーの役割が変更された場合、メンバーが会議に参加すると、役

割変更通知が表示されます。

ブラウザで アプリケーションから会議に参加しているときに、 番目のウィン

ドウで受信したプレゼンテーションを開いている場合、プレゼンターが共有を停止して再開

するか、会議の他の参加者が同時にコンテンツの共有を開始すると、コンテンツが応答しな

くなることがあります。これは ブラウザに関する問題です。詳細については、

を参照してください。

回避策： 番目のウィンドウを最大化するか、プレゼンテーション ウィンドウを閉じて

からもう一度開きます。

ビデオ レイアウト スピーカー大（ ） が選択された場合、ウィンドウの

サイズが正常に設定されません。

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwi05238
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwj08910
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwc76769
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwa17363
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvz01888
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvu98805
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvt71069
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付録 A：Meeting Server プラットフォーム  

メンテナンス 
ソフトウェアが実行されるプラットフォームを維持し、最新の更新

プログラムでパッチを適用することが重要です。

A.1 Cisco Meeting Server 1000 およびその他の仮想プラットフォーム 
ソフトウェアは、次のプラットフォームで仮想化された導入として実行

されます。

■ 

■ 仕様ベースの プラットフォーム

A.2 Cisco Meeting Server 2000 

は、仮想化された導入としてではなく、物理的な展開としての

ソフトウェアを実行する テクノロジーに基づいています。

注意：プラットフォーム（ シャーシによって管理される シャーシおよびモジュール）

が最新のパッチで更新されていることを確認し、『 ファームウェア管理

ガイド』の指示に従ってください。プラットフォームが最新の状態に維持されていないと、

のセキュリティが低下する場合があります。

A.3 コールキャパシティ 

以下の表は、 ソフトウェアをホストしているプラットフォームのコ

ール キャパシティの比較を示しています。

表 ： プラットフォームのコールキャパシティ

コールのタイプ

フル コール

ビデオ

コンテンツ

フル 通話

（ ）ビデオ

コンテンツ

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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コールのタイプ

フル コール

ビデオ

コンテンツ

コール ビデ

オ コンテンツ

コール ビデオ

コンテンツ

音声通話（ ）

以下の表では、単一またはクラスタの のコールキャパシティと、

グループ内のコールのロードバランシングを比較しています。

表 ：クラスタおよび グループの のコールキャパシティ

プラットフォーム

個別ミーティング

サーバーまたはミーテ

ィング

クラスタ内のサーバー

（注 、 、 、 ） 音声通話

および 参加者

グループ内

の

会議あたり、サー

バーあたり

アプリケーシ
ョンの呼び出し

キャパシティ
（ エッ
ジの

内部発信および

外部

発信）：

フル

音声通話

グループ内

の

サポートされるコ

ール タイプ

負荷制限
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注 ：クラスタあたりの最大 個の ノード。ノード 個以上のクラスタ設計は、

シスコによる承認が必要です。詳細については、シスコ サポートにお問い合わせください。

注 ： グループが設定されていないクラスタ では、

最大コール数の整数倍（ コールの整数倍など）をサポートします。

注 ： コールまたは アプリケーションコールにクラスタあたり最大 の

同時コール（ ノード コール）が適用されます。

注 ：クラスタ内の プラットフォームに応じて、 つのクラスタの会議あた

り最大 の参加者。

注 ： 表 は、ビデオ通話で最大 コンテンツ、音声通話で最大 の

コールレートを想定しています。その他のコーデックや高いコンテンツ解像度 フレームレー

トは、容量の減少につながります。会議が複数の にまたがる場合は、分散リンク

が自動的に作成され、サーバーのコール数とキャパシティに対してもカウントされます。負荷

制限の数値は にのみ使用されます。

注 ：クラスタでサポートされるコールセットアップレートは、 コールでは 秒あたり

最大 コール、 アプリケーションのコールでは コールです。

A.4 Cisco Meeting Server Web アプリケーションのコール キャパシティ 

このセクションでは、外部コールおよび混在コールに と アプリケーショ

ンを使用する展開でのコールキャパシティの詳細について説明します。（内部コールのキャパ

シティについては、表 を参照してください。）

A.5 Cisco Meeting Server Web アプリケーションのコールキャパシティ 

— 外部コール 
（ または ）は、中規模の アプリの要件（つまり

コール以下）の導入に推奨されるソリューションです。 （中規模 ）は、

小規模の アプリの要件（つまり コール以下）の導入に推奨されるソリューション

です。ただし、 アプリの規模を大きくする必要がある導入の場合は、バージョン

から、必要なソリューションとして を推奨します。

エッジソリューションの使用に関する詳細については、

『 導入ガイド』 を参照してください。

外部発信は、クライアントが の エッジ、または

をリバースプロキシおよび サーバーとして使用して と

に到達する場合です。

アプリケーションのコールのプロキシとして を使用する場合、以下の表

に示すように、 により最大コール数の制限が適用されます。

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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注： と アプリケーションを導入する場合は、 バージョン

以降を使用する必要があります。それより前のバージョンの は、

ではサポートされていません。

表 ： アプリケーションのコールキャパシティ 外部発信に

を使用

セットアップ コールタイプ

プラットフォーム

（ ）

大規模 中規模

（ 以降） フル

その他

ペアをクラスタリングすることで、 のキャパシティを増大させるこ

とができます。 ペアのクラスタリングは、最大 ノードまで可能です（ ノー

ドは拡張のために使用され、 ノードは冗長性のために使用されます）。その結果、 ペアの

キャパシティの 倍の合計コールキャパシティが得られます。

注： アプリケーションのコールについては、 クラ

スタのコールセットアップレートが 秒あたり コールを超えることはできません。

A.6 Cisco Meeting Server Web アプリケーションのキャパシティ： 

混在（内部 + 外部）コール 

スタンドアロンとクラスタのどちらの導入環境でも、内部と外部を組み合わせたコールの

使用をサポートできます。内部参加者と外部参加者が混在してサポートされている場合、

アプリケーションの合計キャパシティは、内部発信の場合と、外部発信に

エッジソリューションを使用する場合は、表 に従います。ただし、

エッジで を使用している場合でも、外部から接続できる合計内の参加者数は表

の制限事項によりバインドされます。

たとえば、 つのスタンドアロン と つの 大規模 の

のペアでは、音声のみの アプリケーションコールであれば混在で

までサポートしますが、外部参加者の数は、合計 のうち最大 に制限されます。
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付録 B: アプリケーション機能の比較 
表 ： アプリケーションの機能比較

機能

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

全般

のバー

ジョン

メンバーの

アクセスの管理

はい はい はい はい はい はい はい

ユーザーレベルの

アクセス許可

（例：スペースを

作成可能）

はい はい はい はい はい はい はい

ローカリゼー

ションのサポート

はい はい はい はい はい はい はい

ブランディング はい はい はい はい はい はい はい

オンライン ヘルプ はい はい はい はい はい はい はい

暗号化 はい はい はい はい はい はい はい

シングルサイ

ンオン

はい はい はい はい はい はい はい

アラビア語のサポ

ート

はい はい はい はい いいえ いいえ いいえ

チェコ語のサポ

ート

はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

ビデオ アドレス

（ ）を使用し

た参加

はい はい はい はい はい はい はい

通知

接続の復元力（不

正なネットワーク

での自動再接続）

はい いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

会議のスケジュール設定
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機能

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

スケジュールされ

た会議一覧の表示

はい はい はい はい はい はい はい

会議のスケジュー

ル設定

はい はい はい はい はい はい はい

スケジュールされ

た会議を変更する

はい はい はい はい はい はい はい

スケジュールされ

た会議の削除

はい はい はい はい はい はい はい

スペースの管理

スペースメンバー

の役割

はい はい はい はい はい はい はい

スペースの作

成 編集

はい はい はい はい はい はい はい

新しくプロビジョ

ニングされたスペ

ースをアクティブ

化する

はい はい はい はい はい はい はい

スペース メンバー

の追加 編集 削除

はい はい はい はい はい はい はい

メンバー追加機

能のディレクト

リ検索

はい はい はい はい はい はい はい

スペースの情報の

表示

はい はい はい はい はい はい はい

招待状を送信 はい はい はい はい はい はい はい

音声とビデオ

音声

ビデオ
、 、 、 、 、 、 、

マイク カメラ設定

の制御

はい はい はい はい はい はい はい

スピーカー設定コ

ントロール

はい いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ
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機能

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

背景をぼかす はい はい はい はい はい はい いいえ

仮想背景 はい はい はい はい いいえ いいえ いいえ

遠端カメラ制御 はい はい はい はい はい はい いいえ

オーディオとビ

デオの自動優先

順位付け

はい はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

画面共有

コンテンツの拡大 はい はい はい はい はい はい はい

コンテンツの

ズームをリセ

ット

はい はい はい はい はい はい はい

画面共有の表

示

はい はい はい はい はい はい はい

デスクトップ共有 はい はい はい はい はい はい はい

アプリケーシ

ョン共有

はい はい はい はい はい はい はい

新しいウィン

ドウでの画面

共有の表示

はい はい はい はい はい はい はい

ビデオ ペインのサ

イズ変更

はい はい はい はい はい はい はい

コンテンツの

オーディオの

共有

はい はい はい はい はい いいえ いいえ

テキスト用に最適

化（ で画面

を共有）

はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

チャット

チャット（会議

のすべての参加

者にブロードキ

ャスト）

はい

（会議

中の

み）

はい

（会議

中の

み）

はい

（会議

中の

み）

はい

（会議

中の

み）

はい

（会議

中の

み）

はい

（会議

中の

み）

はい

（会議

中の

み）
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機能

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

チャット（プライ

ベート）

はい

（会議

中の

み）

はい

（会議

中の

み）

いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

コール中

オンスクリーンメ

ッセージ

はい はい はい はい はい はい はい

全画面表示 はい はい はい はい はい はい はい

レイアウト制御 はい はい はい はい はい はい はい

名前ラベル はい はい はい はい はい はい はい

録音 はい はい はい はい はい はい はい

ストリーミング はい はい はい はい はい はい はい

アクティブスピー

カーラベル（ベー

タサポート）

はい はい はい はい はい はい はい

セルフビュー はい はい はい はい はい はい はい

セルフビューの固

定

はい はい はい はい はい はい はい

セルフビューのミ

ラー表示

はい はい はい はい はい はい はい

セルフビューの移

動

はい はい はい はい はい はい はい

の選択 はい はい はい はい はい はい はい

プレゼンテーショ

ンのプレビューの

固定

はい はい はい はい はい はい はい

プレゼンテーショ

ン プレビューの移

動

はい はい はい はい はい はい はい

議事録 はい はい はい はい はい はい いいえ

クローズド キ

ャプション

はい はい はい はい はい はい いいえ

ファイルの共有 はい はい はい はい はい いいえ いいえ
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機能

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

ネットワークの正

常性インジケータ

とメディア統計

はい はい はい はい いいえ いいえ いいえ

コンテンツ共有の

指標

はい はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

ロゴのサポート はい はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

アンケート はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

参加者

参加者の移動 はい はい はい はい はい はい はい

参加者を追加 はい

（ だ

け）

はい

（ だ

け）

はい

（ だ

け）

はい

（ だ

け）

はい

（ だ

け）

はい

（ だ

け）

はい

（ だ

け）

参加者の削除 はい はい はい はい はい はい はい

ロックされた会議

への参加者の許可

はい はい はい はい はい はい はい

参加者の役割の変

更

はい はい はい はい はい はい はい

参加者を重要にす

る

はい はい はい はい はい はい はい

他の参加者の音声

とビデオを個別に

ミュート ミュート

解除

はい はい はい はい はい はい はい

すべての参加者

の音声とビデオ

をミュート ミュ

ート解除

はい はい はい はい はい はい はい

コール中の診断を

送信

はい はい はい はい はい はい はい

招待の送信 はい はい はい はい はい はい はい

コール情報の表示 はい はい はい はい はい はい はい

コール中のマイク

カメラの制御

はい はい はい はい はい はい はい
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機能

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

アプリ

ケーション

挙手機能 はい はい はい はい はい はい はい

コールの移動

このデバイスを画

面共有とコール管

理のみに使用（別

のデバイスが音声

とビデオに使用さ

れている場合）

はい はい はい はい はい はい はい

注：コール中に外部エンドポイントにコールを移動したり、音声を通常の電話に移動した

りすることはできません。
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アクセシビリティの注意事項 
シスコは、利用しやすい製品およびテクノロジーの設計および提供に取り組んでいます。

に関する （ ）は次

の場所で入手できます。

アクセシビリティの詳細については、以下を参照してください。

http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/legal_regulatory/vpats.html#telepresence
http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/legal_regulatory/vpats.html#telepresence
http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/index.html
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アクセシビリティサポート機能 
キーボード ナビゲーション 

キーボードを使用して アプリ内を移動できます。

• アプリの領域間を移動するには、 キー を使用します。アウトラインで囲まれ

た領域にフォーカスがあるることがわかります。

キーを使用すれば、前のフォーカスエリアに移動できます。

• 項目を選択するには、スペースバーまたは キーを使用します。

• 矢印 キーを使用して、リストまたはドロップダウンメニューをスクロールします。

• 開いている画面 メニューを閉じるには、 キーを使用します。

スクリーン リーダーのサポート 

スクリーン リーダーバージョン 以降を使用できます。

スクリーン リーダーは、フォーカスされた領域 ボタン、画面に表示される通知、警告、ス

テータスメッセージ、実行可能なアクションなどの関連情報を読み上げます。

例： アプリケーション ミーティングで 参加者の追加（ ） 領域にフォ

ーカスすると、スクリーンリーダーが「参加者の追加」とアナウンスし、参加者の アドレ

スを入力できるようにします。
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シスコの法的情報 
このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されること

があります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨事項は、すべて正確で

あると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとしま

す。このマニュアルに記載されている製品の使用は、すべてユーザー側の責任となります。

対象製品のソフトウェア ライセンスと限定保証は、製品に添付された『 』

に記載されており、この参照により本マニュアルに組み込まれるものとします。このソフトウ

ェアライセンスまたは限定保証を見つけられない場合は、 の代理店に連絡しコピーを入

手してください。

が採用している ヘッダー圧縮機能は、 オペレーティング システムの

（ ）のパブリック ドメイン バージョンとして、 が

開発したプログラムを採用したものです。

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよび

ソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコおよび上記代理

店は、商品性、特定目的適合、および非侵害の保証、もしくは取り引き、使用、または商慣

行から発生する保証を含み、これらに限定することなく、明示または暗黙のすべての保証を

放棄します。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用でき

ないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、間接的、派生的、偶発

的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされてい

ても、それらに対する責任を一切負わないものとします。

このマニュアルで使用している アドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番

号を示すものではありません。マニュアルの中の例、コマンド出力、ネットワーク トポロジ図、

およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際の アドレ

スおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意図的なものではなく、偶然の一致によ

るものです。

この文書の印刷されたハード コピーおよび複製されたソフト コピーは、すべて管理対象外と

見なされます。最新版については、現在のオンライン バージョンを参照してください。

シスコは世界各国 箇所にオフィスを開設しています。各オフィスの住所と電話番号は、

当社の サイト をご覧ください。

http://www.cisco.com/go/offices
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シスコの商標

シスコおよびシスコのロゴは、 またはその関連会社の米国およびその他

の国における登録商標または商標です。シスコの商標の一覧については、

をご覧ください。記載されて

いるサードパーティの商標は、それぞれの所有者に帰属します。「パートナー」という言葉

が使用されていても、シスコと他社の間にパートナー関係が存在することを意味するもので

はありません。（ ）

https://www.cisco.com/c/ja_jp/about/legal/trademarks.html

